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室短縮率との間に正相関（r＝0．777，p〈0．05），左室拡

張末期径・収縮末期径との間に負の相関（r＝－O．694，

r＝－O．825；P＜0．05）が認められた．ASではH／Mは

心室中隔壁厚と正相関，左室収縮末期径と負の相関

傾向にあった．PVでは左室径・左房径と弱い負の相

関があった．弁膜症におけるMIBGの心筋集積には

疾患別に特徴があり，弁置換術後の心機能評価にも

利用できると考えられた．

9．急性心筋梗塞症における再灌流療法前後の血流

　評価
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　［目的］急性心筋梗塞症に対する再灌流療法前後の

血流評価を99mTc－tetrofosmin（TF）SPECTを用いて検

討した．［対象と方法］急性心筋梗塞症15例を再灌流

療法施行6時間以内8例（A群），6時間以上7例（B

群）にわけた．TFを投与したのち，　PTCAを施行，1

時間半以内にSPECT像を撮像した．さらに1週間，

4週間前後にTFの撮像，数日後に冠動脈造影を行っ

た．SPECT像の集積程度からdefect　score（DS）を求

め評価した．［結果］1）1週間目にはA群，B群とも

に血流は改善したが，A群の方が顕著であった（A群

＝ 14→8，B群＝19→13）．2）4週間目でもA群は血流

改善したがB群では1週間目とほぼ変化なかった．

［結論】急性心筋梗塞症における再灌流療法前後の経時

的なTF心筋SPECTにより心筋salvage効果が評価
できた．

10．肥大型心筋症におけるTl／BMIPP像と局所壁運

　　動の検討

価．BMIPP集積低下型乖離の頻度はHCM群（86％），

圧負荷心（65％）と対象群（10％）に比し高頻度．各群

の乖離部位は圧負荷心が心尖部・前壁，非閉塞型

HCM／心尖部肥厚型ではやや心尖部，閉塞型HCM

では中隔側に比較的高頻度．HCM進展期（拡張相／

左室駆出率45％以下）では，BMIPP欠損型乖離は

60％と高頻度．非進展期HCMでは乖離に一致した壁

運動異常を1例にのみ認めた．Tl／BMIPP集積の比較

は肥大心における病期進展度評価に有用と考えられ

た．

11．待機的PTCA直後のiPI・BMIPP心筋シンチグラ
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　［目的］1231－BMIPP心筋シンチグラフィに及ぼす待

機的PTCAの急性期の効果を検討．［対象］労作性狭

心症患者5例（男性3例，女性2例），平均年齢66歳．

［方法］安静空腹時に111　MBqのi231－BMIPPを静注

し，20分後より安静時SPECTを撮像．待機的PTCA

前1か月以内にm℃A前の撮像を行い，待機的m℃A

後8日に撮像した1例を除いて2日後に，PTCA後
の撮像を行った．［結果］1）5例中2例に待機的m℃A

後に1231－BMIPP　uptakeの低下を認めた．2）5例中1

例は待機的PTCA後にi231－BMIPP　uptakeの増強を認

めた．3）他の2例はi231－BMIPP　uptakeにPTCA前後

で変化を認めなかった．
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　肥大型心筋症（HCM）67例，圧負荷心（大動脈弁狭

窄／高血圧）23例，健常者11例を対象に，Tl1BMIPP

心筋SPECTにて両者の集積乖離を視覚的に半定量評

Presented by Medical*Online


	0794



